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新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

交
付
金
の
積
極
的
な
活
用
を
検
討
す
る

避
難
施
設
等
の
備
蓄
品
を
充
実

【
取
得
す
る
財
産
】
災
害
備
蓄

用
簡
易
ト
イ
レ
処
理
袋
６
万
３ 

３
６
０
セ
ッ
ト
、
ト
イ
レ
本
体

16
台
、ト
イ
レ
用
テ
ン
ト
16
台
、

チ
リ
紙
４
万
２
０
０
０
枚

【
契
約
の
相
手
方
】
株
式
会
社

河
本
総
合
防
災
湘
南
支
店

【
取
得
価
格
】
６
７
９
７
万
９ 

１
２
０
円

【
取
得
す
る
財
産
】
災
害
備
蓄

用
毛
布
４
６
０
０
枚

【
契
約
の
相
手
方
】
有
限
会
社

板
垣
商
店

【
取
得
価
格
】
２
２
２
６
万
４ 

千
円

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
災
害
時

の
ト
イ
レ
設
備
及
び
避
難
所
生

活
を
行
う
上
で
必
要
な
物
資
の

充
実
を
図
る
た
め
、
財
産
の
取

得
を
す
る
も
の
。

【
取
得
時
期
】
令
和
３
年
３
月

19
日
（
２
議
案
と
も
同
様
）

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問

防
災
備
蓄
品
の
購
入
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
を
検
討
し
た
の

か
聞
き
た
い
。

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

国
の
第
一
次
補
正
予
算
１
兆
円

の
う
ち
第
一
次
交
付
分
の
約
６ 

億
３
千
万
円
が
、
本
市
へ
の
交

付
限
度
額
と
し
て
示
さ
れ
た
。

こ
の
交
付
金
は
、
各
地
方
自

治
体
の
実
情
に
応
じ
、
必
要
事

業
に
活
用
で
き
、
避
難
施
設
等

の
衛
生
環
境
を
保
つ
た
め
の
災

害
備
蓄
品
の
購
入
経
費
と
し
て

も
活
用
可
能
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
市
の
第
一
次
交

付
分
の
使
途
は
、
感
染
症
拡
大

防
止
協
力
金
事
業
な
ど
、
経
済

対
策
支
援
等
の
財
源
と
し
て
の

活
用
を
計
画
し
、
交
付
限
度
額

を
上
回
る
約
12
億
円
の
事
業
規

模
で
国
に
実
施
計
画
を
提
出
し

た
。
こ
の
た
め
、
今
回
は
災
害

備
蓄
品
の
購
入
は
、
検
討
対
象

が
公
表
し
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
に
基
づ
き
、
市
立

中
学
校
に
通
う
生
徒
に
１
人
１

台
の
学
習
用
端
末
を
整
備
す
る

た
め
、
財
産
の
取
得
を
す
る
も

の
。

【
取
得
す
る
財
産
】
コ
ン
バ
ー

チ
ブ
ル
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
１ 

万
２
９
１
台

【
契
約
の
相
手
方
】
株
式
会
社

有
隣
堂
藤
沢
営
業
所

【
取
得
価
格
】
５
億
４
８
７
万 

６
４
６
０
円

【
取
得
時
期
】
令
和
２
年
12
月

28
日こ

の
議
案
は
、
国
が
定
め
る

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

規
定
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を

作
車
１
台

【
契
約
金
額
】
２
億
１
８
５
万

円【
納
入
期
限
】
令
和
３
年
３
月

19
日こ

の
議
案
は
、
文
部
科
学
省

め
、
高
度
救
助
隊
が
運
用
す
る

車
両
の
製
造
及
び
必
要
な
資
機

材
を
含
め
た
購
入
に
つ
い
て
、

製
造
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。

【
契
約
の
相
手
方
】
帝
商
株
式

会
社
横
浜
営
業
所

【
製
造
す
べ
き
車
両
】
救
助
工

と
し
て
い
な
い
。

質
問

国
の
交
付
金
を
積
極
的

に
活
用
し
、財
源
更
正
に
よ
り
、

防
災
備
蓄
品
を
取
得
で
き
る
と

考
え
る
が
、
対
応
は
可
能
か
。

答
弁

交
付
金
に
つ
い
て
は
、

国
の
第
二
次
補
正
予
算
で
２
兆

円
が
増
額
見
込
み
で
あ
り
、
一

次
交
付
分
と
同
様
に
２
年
度
当

初
予
算
の
事
業
も
対
象
と
な
る

場
合
に
は
、
財
源
更
正
も
含
め

た
交
付
金
の
活
用
が
可
能
に
な

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
避
難

施
設
等
の
備
蓄
に
対
す
る
財
源

と
し
て
の
交
付
金
活
用
に
つ
い

て
は
、
国
の
第
二
次
補
正
予
算

に
お
け
る
交
付
金
制
度
の
全
体

像
を
見
据
え
つ
つ
、
本
市
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
事
業
の
実
施
状

況
も
踏
ま
え
て
調
整
し
て
い
く
。

こ
の
議
案
は
、
南
消
防
署
に

配
備
し
て
い
る
救
助
工
作
車
の

老
朽
化
に
伴
う
車
両
更
新
の
た

こ
の
議
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
生
じ

た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
感

染
の
リ
ス
ク
等
極
め
て
厳
し
い

勤
務
環
境
に
お
い
て
業
務
に
従

事
し
た
場
合
に
お
け
る
感
染
症

業
務
手
当
の
額
の
特
例
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

【
条
例
の
主
な
内
容
】

・
当
分
の
間
、
そ
の
特
別
の
考

慮
の
必
要
性
が
高
い
も
の
と
し

て
市
長
が
規
則
で
定
め
る
感
染

症
業
務
手
当
の
額
は
１
勤
務
に

つ
き
３
千
円
と
し
、
そ
の
特
別

の
考
慮
の
必
要
性
が
特
に
高
い

も
の
と
し
て
市
長
が
規
則
で
定

め
る
感
染
症
業
務
手
当
の
額
は

１
勤
務
に
つ
き
４
千
円
と
す
る
。

・
４
千
円
の
手
当
額
を
支
給
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
所
要

の
改
正
等
を
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

【
条
例
の
主
な
内
容
】

・
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に

規
定
す
る
先
端
設
備
等
に
係
る

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
を
拡

充
し
、
適
用
対
象
と
し
て
一
定

の
事
業
用
家
屋
及
び
構
築
物
を

加
え
、
市
町
村
の
条
例
に
お
い

て
定
め
る
課
税
標
準
の
特
例
割

合
を
、
本
市
で
は
ゼ
ロ
と
定
め

る
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例

に
お
け
る
申
請
手
続
き
等
の
一

部
に
つ
い
て
、
現
行
の
徴
収
猶

予
制
度
の
規
定
を
準
用
す
る
こ

と
を
定
め
る
。

【
施
行
日
】
公
布
の
日

サ
ン
パ
ー
ル
広
場
（
藤
沢
市
藤

沢
５
５
２
番
６
）
及
び
サ
ン
パ

レ
ッ
ト
広
場
（
藤
沢
市
藤
沢
４ 

６
０
番
５
）
と
す
る
。

・
広
場
は
、
使
用
の
許
可
を
し

た
場
合
及
び
管
理
上
必
要
が
あ

る
場
合
を
除
い
て
、
広
く
一
般

に
開
放
す
る
。

・
広
場
の
一
部
を
独
占
し
て
使

用
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
指
定
管
理
者
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
施
設
等
の
使
用
に
係
る
料
金

の
額
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
の

承
認
を
得
て
、
指
定
管
理
者
が

定
め
る
。

【
施
行
日
】令
和
３
年
４
月
１
日

こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
の
特
例
割
合
を
定
め
、
及
び

る
場
合
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
や
、
そ
の

疑
い
の
あ
る
方
の
身
体
に
直
接

触
れ
る
業
務
や
、
長
時
間
に
わ

た
り
接
し
て
行
う
業
務
と
す
る
。

【
施
行
日
】
公
布
の
日
（
令
和

２
年
２
月
１
日
か
ら
適
用
）

こ
の
議
案
は
、
藤
沢
市
藤
沢

駅
前
広
場
の
供
用
を
開
始
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

【
条
例
の
主
な
内
容
】

・
本
市
の
都
心
部
で
あ
り
、
藤

沢
・
湘
南
の
玄
関
口
で
も
あ
る

藤
沢
駅
街
区
を
、
市
民
等
の
憩

い
、
に
ぎ
わ
い
、
交
流
の
場
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
藤
沢
駅
周

辺
及
び
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、
藤

沢
駅
前
広
場
を
設
置
す
る
。

・
広
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、

改
正
す
る
も
の
。

【
条
例
の
主
な
内
容
】

・
市
長
が
児
童
福
祉
法
の
規
定

に
よ
る
調
整
を
行
う
に
当
た
っ

て
、
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に

よ
る
保
育
の
提
供
の
終
了
に
際

し
て
、
引
き
続
き
必
要
な
教
育

ま
た
は
保
育
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
必
要
な
措
置
等
を
講
じ
て

い
る
場
合
に
お
け
る
規
定
を
整

備
す
る
。

具
体
的
に
は
、
連
携
施
設
が

行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
、
卒

園
後
の
受
入
れ
に
係
る
規
定
を

適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
。

・
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
者
が

提
供
す
る
保
育
の
規
定
に
、
保

護
者
の
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の

身
体
上
、
精
神
上
も
し
く
は
環

境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お

い
て
乳
幼
児
を
養
育
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
へ
の
対
応
を
加

え
る
。

【
施
行
日
】
公
布
の
日

議
案
の
審
議

【
契
約
の
相
手
方
】
荏
原
環
境

プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社
営
業
本
部

【
工
事
の
概
要
】
①
廃
熱
ボ
イ

ラ
ー
水
管
補
修
工
事
一
式
②
ろ

過
式
集
じ
ん
器
ろ
布
取
替
工
事

一
式

【
契
約
金
額
】
１
億
９
１
８
４ 

万
円

【
工
事
の
場
所
】
藤
沢
市
本
藤

沢
二
丁
目
１
番
１
号

【
竣
工
予
定
日
】
令
和
３
年
３

月
15
日

【
契
約
の
相
手
方
】
株
式
会
社

西
尾
建
設

【
工
事
の
概
要
】
①
地
山
補
強

土
工
事
一
式
②
の
り
面
ネ
ッ
ト

工
事
一
式
③
附
帯
工
事
一
式

【
契
約
金
額
】
１
億
７
８
３
８ 

万
７
千
円

【
工
事
の
場
所
】
藤
沢
市
大
鋸

１
２
５
１
番
地

【
竣
工
予
定
日
】
令
和
４
年
１

月
21
日

藤
沢
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
令
和

元
年
11
月
30
日
に
、「
第
５
回
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
ふ
じ
さ
わ
」

と
題
し
て
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

当
日
は
、「
ふ
じ
さ
わ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
つ
く
ろ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
議
員
と
幅
広
い

年
代
の
参
加
者
が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
大
学
生
か
ら
の
提
案
等
を
集
約
し
、

２
年
４
月
22
日
、
加
藤
一
議
長
（
写
真
中
）、
柳
田
秀
憲

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
長
（
同
左
）
か
ら
、鈴
木
市
長
（
同

右
）
に
対
し
て
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
の
内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
報
告
会
等
の
結
果
を
ま
と
め

市
長
に
提
言
書
を
提
出

感染リスクがある中、懸命に医療・看護を行う

救助工作車の更新により、人命救助活動のさらなる充実に努める

監
査
委
員
の
選
任
等
に
同
意

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
藤
沢
市
監
査
委
員
の
一
人

が
、
令
和
２
年
７
月
９
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
委
員
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
２
年
７
月
10
日
か

ら
６
年
７
月
９
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
中
川
隆
氏
（
再
任
、
藤
沢
市

在
住
）

○
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

藤
沢
市
農
業
委
員
会
委
員
が

令
和
２
年
７
月
19
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
委
員

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
２
年
７
月
20
日
か
ら

５
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
。

・
上
田
洋
子
氏
（
再
任
）

・
飯
田
芳
一
氏
（
再
任
）

・
井
出
茂
康
氏
（
新
任
）

・
井
上
哲
夫
氏
（
再
任
）

・
漆
原
豊
彦
氏
（
新
任
）

・
加
藤
登
氏
（
新
任
）

・
加
藤
義
一
氏
（
新
任
）

・
小
林
正
幸
氏
（
新
任
）

・
齋
藤
義
治
氏
（
再
任
）

・
田
代
惠
美
子
氏
（
再
任
）

・
西
山
弘
行
氏
（
新
任
）

・
三
上
健
一
氏
（
新
任
）

・
山
口
貞
雄
氏
（
再
任
）

・
吉
原
豊
氏
（
再
任
）

（
い
ず
れ
も
藤
沢
市
在
住
）

○
製
造
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
救
助
工
作
車
）

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災

害
備
蓄
用
簡
易
ト
イ
レ
処
理
袋

等
）

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
学

習
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
）

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災

害
備
蓄
用
毛
布
）

○
藤
沢
市
一
般
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
石
名
坂
環
境
事
業
所
整

備
工
事
）

○
藤
沢
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
藤
沢
市
藤
沢
駅
前
広
場
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
藤
沢
市
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
藤
沢
聖
苑
北
側
斜
面
地

対
策
工
事
）

鈴木市長に提言書を渡す加藤議長と柳田委員長

⑵


